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事業者名 公益財団法人　熊本県環境整備事業団

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

　当事業団の設立目的である「産業廃棄物の適正な処理その他廃棄物に関する各種事業を行うことにより、本県の優
れた自然環境の保全及び県民の生活環境の保全並びに産業の健全な発展に寄与すること」は、SDGｓの理念と同じ方
向を目指すものです。職員一人一人がそのことを自覚し、行動に移すことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場
合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3年
後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」
をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

二酸化炭素排出量の把握と管理

受入廃棄物量１ｔ当たりの二酸化炭素排出量
・電気使用量
２０２３年度　94.27kg-CO2/t
２０２６年度　62.95kg-CO2/t
・重機燃料（軽油）
２０２３年度　4.59kg-CO2/t
２０２６年度  5.53kg-CO2/t

社会

経済

環境
環境教育、施設見学におけるオンライン対応を含めた訪問者数
の増加

訪問者数（オンライン含む）
２０２３年度　1,140人
２０２６年度目標　1,500人

社会

経済

環境

労働災害ゼロの継続
労災事故発生件数
２０２３年度　0件
２０２６年度　0件

社会

経済

廃棄物の適正処理のため、処理業者である当事業団と排出事業者、収集運搬業者及び中間処理業者との間で信頼関
係を構築している。また、事業団内部においても、職員一人一人の状況に応じ、働きやすい職場環境の整備を図ってい
る。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年度
電気使用量 94.27kg-CO2/t
重機燃料（軽油）4.59kg-CO2/t

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

二酸化炭素排出量の把握と管理

受入廃棄物１ｔ当たりの二酸化炭素排出量
2020年度
電気使用量 12.65kg-CO2/t
重機燃料（軽油）1.71kg-CO2/t
→2023年度　2020年度のレベルを維持
※2020年度実績値は、エコアクション２１に
掲げている2023年度目標を既に達成して
いるため、現状（2020年度実績値）を維持す
ることとした。

　2020年度の受入廃棄物量は、令和２年豪雨災害による災害
廃棄物の受入があり19,933ｔあったが、災害廃棄物処理が終
了し、2023年度の受入廃棄物量は、3,771tとなった。
　しかし、処分場を維持管理するために必要な電気及び燃料の
使用料はほぼ変わらないため、廃棄物1ｔ当たりの二酸化炭素
排出量が増加することとなったため、目標を達成できなかっ
た。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

訪問者数（オンライン含む）
2020年度　684人
→2023年度　2,000人

前期の指標に対する実績

環境教育、施設見学におけるオンライン対応を含めた訪問者数
の増加

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

　コロナ禍のピークを過ぎたことと、当財団から小学校や各市
町村教育委員会への働きかけや、排出事業者への働きかけに
より目標達成には至らなかったが、年々増加している。

三側面
（分野に☑）

　日々、始業前や作業着手前に安全確認を実施し、作業手順も
事前に内容を確認し、危険防止策等を取っている。
　また、職員全員が労災防止を常に意識していることが目標達
成につながっている。

2023年度　０人

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年度　1,140人

労働災害ゼロの継続
労災事故発生件数
2020年度　0件
→2023年度　0件

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


